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セーフコミュニティとは何か 概念の誕生

1989年９月にスウェーデンのストックホルムで開催された、
「第一回事故・傷害予防に関する世界会議」において、
「セーフ コミュニティ」の概念が宣言されました。

この会議の成果として、「セーフ コミュニティへのマニフェス
ト」がだされ、そのなかで「全ての人間は平等に健康と安全
の権利を有する」と宣言されました。これは、ＷＨＯの全て
の計画、事故防止等プログラムの基本的視点でもあるので
す。

引用 一般社団法人日本セーフコミュニティ推進機構 (JISC)



「セーフ コミュニティ」とは何か（和訳） 抜粋

「セーフ コミュニティ」とは、
「すでに完全に安全な状態である」コミュニティでなはなく、
「体系だった方法によって安全の向上に取り組んでいる」コ
ミュニティのこと

「コミュニティ」とは、
地理的範囲、共通の関心、専門的な組合や連合などから
構成されるグループ、あるいは特定の立場においてサービ
スを提供する人々 (江崎追記 ステークホルダー)

引用 一般社団法人日本セーフコミュニティ推進機構 (JISC)



▼セーフ コミュニティのプログラム 重要な点

１．地域に耳を傾けること－何がもっとも重要な問題かを地域の住民
たちが自分たちで決める－

２．地域レベルで、取り組みを調整すること

３．住民の傷害・事故予防の大切さについて認識を高めること

４．傷害予防には、国レベルの政策も含むこと

５．高い関心を持つ団体や組織が地域の取り組みを支援すること

６．地域の全メンバーを巻き込んで取り組むこと

引用 一般社団法人日本セーフコミュニティ推進機構 (JISC)



「セーフ・コミュニティ」７つの指標
１．コミュニティにおいて、セーフティ・プロモーションに関連する

セクションの垣根を越えた組織が設置され、それらの協働のため
の基盤がある。

２．全ての性別、年齢、環境、状況をカバーする長期にわたる継続的
なプログラムを実施する。

３．ハイリスクグループと環境に焦点を当てたプログラム、及び弱者
とされるグループを対象とした安全性を高めるためのプログラム
を実施する。

４．根拠に基づいたプログラムを実施する
５．傷害が発生する頻度とその原因を記録するプログラムがある。
６．プログラム、プロセス、そして変化による影響をアセスメントす

るための評価基準がある。
７．国内及び国際的なセーフ・コミュニティネットワークへ継続的に

参加する。
引用 一般社団法人日本セーフコミュニティ推進機構 (JISC)



自分の住んでいる地域のことをどれだけ知っ
ているだろうか

私たちの暮らし方は、地域の文化的背景が大
きく関係している

だからこそ、近いからこそ
良いことも、悪いことにも「気づかない」ことも



鹿児島に関する若干の理解

鎌倉市と島津家 郷中
幕末のリーダーシップ 西郷隆盛

少しだけ自己紹介

元神奈川県警察生活安全部長
早稲田大学法学学術院社会安全政策研究所招聘研究員
関東学院大学講師 国士舘大学講師



例えば、日本

少子高齢化社会の中で、何が起きているのだろうか
何が起きると予測されているのだろうか

悲観したり、否定したり、諦めたりしているだけの
自分で、よいのだろうか

だったら、どうやって、防衛・統治していくべきだろうか



内閣府高齢者白書から



引用 神戸市のSIBの事業スキーム（資料：神戸市）
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「セーフ コミュニティ」のもつ意味は、一つだけではない。

多くのコミュニティでは、そのことに気づかないままに、
ただ漠然と「安全なまち」という目標を目指しているのではないか

セーフ コミュニティ活動が他の傷害予防のためのプログラムと異なる点
① コミュニティが主体となってプログラムを推進するという点
② マネジメント(江崎追記)

事故や傷害を予防するためには、
まず何が問題であるのかを明らかに (エビデンス(証拠、根拠))
その対策を講じ
その対策によって得られた成果を評価 (エビデンス(証拠、根拠))

(江崎追記) 実施して終わりではなく、回すだけでなく、スパイラルアップ

引用 一般社団法人日本セーフコミュニティ推進機構 (JISC)



マネジメントに関するいくつかのヒント

PDCAサイクル

P プラン 計画

D ドゥ 取組・実施

C チェック 評価

A アクション工夫・改善



マネジメントに関するいくつかのヒント

セーフコミュニティ活動は、「問題解決」活動ではないか?

問題が何かわからなければ、解決手段方法は見つからない
他人をそのまま、真似してもうまくはいかない

SARAモデル (問題解決志向の警察活動 POP)
S スキャニング(探査)
A アナリシス(統計分析)
R レスポンス(実施)
A アセスメント(評価)



SWOT分析(戦略分析ツール)

組織内部
S ストレンジ(強み)
W ウィークネス(弱み)

外部環境
O オポチュニティ(機会)
T スレットゥ(脅威)



かわら版 2号



かわら版 1号



マネジメント(SC)の主流は

〇 外傷サーベイランス委員会・・統計学・科学(医学)的知見
何が問題か どんな状態か 経過や成果は

〇 解決のための計画でも、
Why(なぜ？) ／ What(何を？)／
When(いつ？)／ ＋ いつまでに 期限
Who(誰が？)／ ＋ それは誰の問題なのか
Where(どこで？)／
How(どうやって？)

＋Howmuch いくら



〇 参加者の目的意識・問題点・取り組みへの共通認識が重要

〇 「安全」と「自由」、「事前」と「事後」のバランスが重要

〇 セーフコミュニティの場合は、法制度による規制はなじまない

〇 「ソフト面の施策(周知・教育など「心」に訴えかける)」と
「ハード面の施策(アーキテクチャ)」のバランスが必要

〇 重層的・持続的取り組みが重要
行政と民間(地域、団体、企業、金融機関、大学、マスコミ等)
※ 地方創生では「産官学金言」ともいわれる



現状認識、現状分析

統計手法の活用について

警察統計をどのように読むのか

これまでの統計とこれからの統計
ビッグデータ活用の時代へ

個人情報保護法の改正

指標があると、どこまで進んだか理解できる



厚生労働省人口動態調査



具体的取り組みのヒント

4R

Rule ルール
規則、規定、ルール、法則、方式、常習、習慣、慣例

Responsibility          レスポンサビリティ

責任、義務、信頼性、確実度

Respect others リスペクトアザース
他者に対する尊重

Resilience                 レジリンエンス
回復力、抵抗力、耐久力、快活
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鹿児島市のセーフコミュニティ成功
を期待しています。

ありがとうございました。


